
単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究課題の抽出（ １ ）

３ ～４
研究課題の抽出（ ２ ）

５ ～６
研究課題の抽出（ ３ ）

７ ～８
研究手法の抽出（ １ ）

９ ～１ ０
研究手法の抽出（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究テーマの設定（ １ ）

１ ３ ～１ ４
研究テーマの設定（ ２ ）

１ ５ ～１ ６
研究テーマの設定（ ３ ）

１ ７ ～１ ８
研究テーマの設定（ ４ ）

１ ９ ～２ ０
研究テーマの設定（ ５ ）

２ １ ～２ ２
研究計画の立案（ １ ）

２ ３ ～２ ４
研究計画の立案（ ２ ）

２ ５ ～２ ６
研究計画の立案（ ３ ）

２ ７ ～２ ８
研究計画の立案（ ４ ）

２ ９ ～３ ０
研究計画の立案（ ５ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 関谷融

授業概要と テーマ

受講生の研究テーマ設定にあたり 、 研究者と し ての基本的な資質を身につける ため、 メ ディ ア利活用の諸相
を多方面から 読み解き ながら 各種メ ディ アの活用法に関する 高度な知識と 分析手法の集積を目指す。 ゼミ 形
式によ り 専門分野の最新の研究成果を掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力
を養う 。 ま た、 受講生の研究計画に応じ た研究課題の設定、 研究計画の立案に向けた研究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） メ ディ ア利活用の諸相について課題を抽出し 、 研究テーマを設定でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を 基に研究方法・ 計画を 立案でき る 。

授業計画

授業内容
メ ディ ア利活用の諸相を多方面から 読み解いている 先行研究の検討等によ
り 、 興味ある 課題を抽出する （ 既処理の対象を参照） 。

先行研究の検討等によ り 、 興味ある 課題を抽出する （ 未処理の対象の開
拓） 。

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や分析方法を 立案す
る （ 複数の先行研究の比較） 。

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や分析方法を 立案す
る （ 創造的な関連付けの可能性を 検討） 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 設計する （ 研究項目の整理） 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 設計する （ 論旨の明確化） 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 確定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する （ 先行研究の整理） 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する （ 先行研究の知見の拡
張、 応用可能性の検討） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組む姿勢（ 各段階での進捗状況を発表・ レ ポート する ） 60%と 学習内容の理解度（ 発表・ レ ポー
ト の内容が水準に達し ている ） 40%から 総合的に評価する 。

先行研究の検討等によ り 、 可能な課題を 抽出する （ 対象候補を設定） 。

先行研究の検討等によ り 、 興味ある 研究手法を抽出する （ 既存の研究手法を
参照） 。

先行研究の検討等によ り 、 可能な研究手法を 抽出する （ 研究手法の開拓） 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する （ 対象・ 方法の設
定） 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する （ 対象・ 方法の絞り
込み） 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する （ 未開拓の分野の有無の
検討） 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域シス テム特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

統計学や情報学、 経済学など の知見・ 観点も 加味し た研究テーマの設定を期待する 。

参考文献
特に設定し ないが必要に応じ て学術論文等の文献を事前に指示する 。 ま た、 各自必要に応じ て適切な参考書
を選択する こ と 。

科目のキーワ ード
メ ディ ア利活用、 基礎構造、 ク ロ ス メ ディ ア

授　 業　 の　 特　 徴

研究テーマについて課題を設定し 、 その解決に向けての方策を学ぶため、  研究テーマの選択、 作業仮説の
立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究入門1

３ ～４
研究入門2

５ ～６
先行研究の整理

７ ～８
問題意識の形成1

９ ～１ ０
問題意識の形成2

１ １ ～１ ２
問題意識の形成3

１ ３ ～１ ４
研究論文の章立て

１ ５ ～１ ６
研究資料の収集

１ ７ ～１ ８
研究資料の解読

１ ９ ～２ ０
研究資料の分類

２ １ ～２ ２
レ ポート の作成1

２ ３ ～２ ４
レ ポート の作成2

２ ５ ～２ ６
レ ポート の作成3

２ ７ ～２ ８
レ ポート の作成4

２ ９ ～３ ０
ま と め

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 祁建民

授業概要と テーマ

近現代中国の政治社会研究（ 問題意識と 資料）

到　 達　 目　 標

近現代中国の政治社会研究に関する 方法と 基本資料を指導する 。 歴史学と 社会科学の研究方法、 問題意識、
先行研究の整理、 資料の状況と 収集を指導する 。

授業計画

授業内容
歴史研究の一般手法、 史料の解読、 問題の発見、 実証研究

社会科学の一般研究法、 比較研究、 ロ ジッ ク 、 総合分析、 理論の検証

文献調査方法、 先行研究の整理、 先行研究の問題点

先行研究の不足発見

研究目的の設定と 明確

研究目テーマの限定

論文の内容と 構造

研究テーマに関する 資料の状況を確認

収集し た資料を解読し 、 立証資料を整理する

資料の重要さ によ っ て分類する

レ ポート の内容と 構成

問題意識の文字表現方法

レ ポート の文脈、 ロ ジッ ク

レ ポート の問題と 修正

総合討論

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

レ ポート 50％、 発表50％にて評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特定に指定し ない。

関 連 科 目
地域創生学特講、 地域創生学演習

履修上の注意等
（ 履修条件等）

指導教員の指導を受けて、 独自にレ ポート を作成でき る 。

参考文献
授業中に指定する 。

科目のキーワ ード
研究方法、 問題意識、 資料調査、 レ ポート 作成

授　 業　 の　 特　 徴

レ ポート の作成手順を 丁寧に指導する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
ガイ ダンス ・ 研究タ イ ムテー
ブル

３ ～４
研究テーマに関する 討論

５ ～６
研究テーマに関する 討論

７ ～８
研究テーマに関する 討論

９ ～１ ０
研究テーマに関する 討論

１ １ ～１ ２
研究テーマに関する 討論

１ ３ ～１ ４
研究テーマに関する 討論

１ ５ ～１ ６
発表テーマの決定・ 内容の確
認

１ ７ ～１ ８
発表に関する プレ ゼン

１ ９ ～２ ０
研究テーマに関する 討論

２ １ ～２ ２
研究テーマに関する 討論

２ ３ ～２ ４
研究テーマに関する 討論

２ ５ ～２ ６
研究テーマに関する 討論

２ ７ ～２ ８
研究テーマに関する 討論

２ ９ ～３ ０
発表に関する プレ ゼン・ ま と
め

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 山本周

授業概要と テーマ

本講義は研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制を と り 、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を
中心と し て、 博士の学位に相応し いレ ベルの研究論文作成を 行う こ と ができ る よ う 研究指導を 行う 。 具
体的には、 中国文化について多角的に講ずる 。 学生達の中国文化に対する 理解をよ り 深めて、 ゼミ ナー
ルでのディ ス カッ ショ ンや学術誌の投稿論文の作成、 学会の発表など 様々な実践的な訓練を通し て高度
な研究能力の養成を図る 。

到　 達　 目　 標

学会、 研究会、 シンポジウ ム等における 発表のため、 研究テーマを論文にま と める 。

授業計画

授業内容
ガイ ダンス ・ 研究タ イ ムテーブル

資料文献講読（ 1）

資料文献講読（ 2）

資料文献講読（ 3）

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照。

資料文献講読（ 4）

資料文献講読（ 6）

資料文献講読（ 7）

発表テーマの決定と 内容の確認

発表に関する プレ ゼン・ 検討 ( 1)

資料文献講読（ 8）

資料文献講読（ 9）

資料文献講読（ 10）

資料文献講読（ 11）

資料文献講読（ 12）

発表に関する プレ ゼン・ 検討 ( 2) と ま と め

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組み姿勢と 研究内容の理解度から 総合的に評価する 。
ディ ス カッ ショ ン40％
研究レ ポート 　 　 30％
研究発表　 　 　 　 30％

テ　 キ　 ス 　 ト
特に指定し ない。

関 連 科 目

履修上の注意等
（ 履修条件等）

研究タ イ ムテーブルの順守。

参考文献
受講者の研究テーマに応じ て資料文献を中心に、 適宜指示し ま す。

科目のキーワ ード
中国文化

授　 業　 の　 特　 徴

ディ ス カッ ショ ンを中心と する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ， ２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ， ４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ， ６
文献・ 史資料のサーベイ

７ ， ８
研究計画の立案（ １ ）

９ ， １ ０
研究計画の立案（ ２ ）

11， 12
研究計画の立案（ ３ ）

13， 14
研究計画の立案（ ４ ）

15， 16
研究の実行（ １ ）

17， 18
研究の実行（ ２ ）

19， 20
研究の実行（ ３ ）

21， 22
研究の実行（ ４ ）

23， 24
研究の実行（ ５ ）

25， 26
研究の実行（ ６ ）

27， 28
研究の実行（ ７ ）

29， 30
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実行し ない

カリ キュ ラ ム区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 谷澤毅

授業概要と テーマ

流通が地域の発展にいかに寄与し てき たかを明ら かにする ために、 地域外と のつながり を 考慮し ながら 近
世・ 近代ヨ ーロ ッ パなど の特定の都市地域を題材と し て研究指導を 行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研
究指導体制を と り 、 各学生が研究テーマを 設定する にあたり 、 関連領域に関する 高度な知識と 分析手法の
集積を 図る など 、 研究者と し ての基本的な資質が身につく よ う 指導を実施する 。 研究成果を 理解し 課題発
見力を 養う ために、 演習形式によ り 最新の研究成果を 掲載し た学術論文や文献を 精読し 、 学術論文作成の
ための能力を 向上さ せる 。 ま た、 プレ ゼン テーショ ンやディ ス カッ ショ ン の機会を 設けて学会や研究会で
の発表や討論に備える 。 各学生の研究計画に即し た指導を 中心に置き 、 研究課題の設定や研究計画の立
案、 史資料の収集、 調査、 分析に向けて研究指導を進める 。

到　 達　 目　 標

１ ） 地域流通史に関連する 事項について課題を 設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 研究方法を 立
案する こ と ができ る 。
2） 研究テーマに関連する 国内外の古典的なら びに最先端の文献に通じ 、 それら について批判的に義意味す
る こ と ができ る 。
3） 自ら 設定し た研究テーマを 先行研究と 関連さ せながら オリ ジナルな研究へと 展開し 、 博士論文の執筆に
結びつける こ と ができ る 。

授業計画

授業内容
地域流通史に関連する 事項について国内外の先行研究を 吟味精読し 、 課題を
絞り 込んでいく 。

抽出し た課題に基づいて、 自分の研究テーマを 設定する 。

設定し た研究テーマについてど のよ う な文献、 史資料が存在する か調査に着
手する 。

設定し た研究テーマの性格・ 特徴を 考慮し て研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

設定し た研究テーマについて、 史資料の収集計画を 立案する 。

設定し た研究テーマについて、 作業の工程表を 作成する 。

工程表に基づき 全体の研究計画を 確定する 。

文献、 史資料の講読を進める （ サーベイ を 含む） 。

文献、 史資料の講読を進める （ 史資料の分析に着手する ） 。

文献、 史資料の講読を進める （ 研究方法の微調整） 。

文献、 史資料の講読を進める （ 研究方法の修正を 含む） 。

文献、 史資料の講読を進める （ 他領域の教員と のディ ス カッ ショ ン を 含
む） 。

文献、 史資料の講読を進める （ 周辺領域の文献のサーベイ を 含む） 。

文献、 史資料の講読を進める （ 周辺領域の文献の講読を 含む） 。

文献、 史資料の講読を進める （ 全体の振り 返り を 含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業の理解度を レ ポート や発表にて評価する 。 ま た質疑応答やディ ス カッ ショ ン
への参加状況など の学習態度も 評価の対象と なる 。
評価配分は、 レ ポート 50％、 発表30%、 学習態度20%。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 地域マネジメ ント 特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

地域社会マネジメ ント の領域を 基盤と し ながら 、 情報の歴史や地域住民の栄養・ 健康状況に関連さ せて食
材の生産や流通、 消費の歴史など と 関連し た研究テーマを 期待し たい。

参考文献
社会経済史学会編『 社会経済史学の課題と 展望』 有斐閣、 2012年、 辛島昇・ 高山博編『 地域の成り 立ち』
山川出版社、 2000年など 。 必要に応じ て文献は適宜紹介する 。

科目のキーワ ード
流通史、 社会経済史、 都市史、 地域史

授　 業　 の　 特　 徴

地域流通史に関連し た研究テーマについて課題を 設定し 、 流通が地域の発展にいかに寄与し てき たかを 明
ら かにする ための研究を 実施する 。 地域の発展について社会経済史学を 土台と し て流通史の面から 光を 当
てる 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究の方向性

３ ～４
研究の準備（ １ ）

５ ～６
研究の準備（ ２ ）

７ ～８
研究の準備（ ３ ）

９ ～１ ０
研究テーマの設定

１ １ ～１ ２
研究計画の立案

１ ３ ～１ ４
研究の実行（ １ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ ２ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ３ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ４ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ５ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ６ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ７ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ８ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ９ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 山本裕

授業概要と テーマ

「 海運経済研究」 やMar i t i me Pol i cy & Management ,  Mar i t i me Economi cs & Logi st i csなど の専門分野の最
新の研究成果を掲載し た学術論文など を精読し 、 海運経済や港湾経済など の国際交通研究に関する 成果の理
解およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼンテーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン能
力およ び学術論文の作成能力を養う 。 さ ら に、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し て、 研究
課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

（ １ ） 国際交通研究に関する テーマを設定し 、 研究方法を 立案でき る 。
（ ２ ） 研究テーマに関する 文献調査を行い、 併せて、 実証的な調査を 遂行でき る 。
（ ３ ） 研究過程で必要と さ れる 分析手法を獲得する 。

授業計画

授業内容
研究全般について、 倫理規定も 含め議論し ま す。

関連する 英文ジャ ーナルの読解を文献調査の一環と し て行いま す。

関連する 英文ジャ ーナルの読解を文献調査の一環と し て行いま す。

関連する 英文ジャ ーナルの読解を文献調査の一環と し て行いま す。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照のこ と 。

課題を抽出し 、 博士論文を見据えた研究テーマを設定する 。

研究テーマに基づいて、 研究計画を立案する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。 調査の
進め方に関し ては他領域、 他分野の教員にも 相談する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

内外の文献調査、 ヒ アリ ング調査、 アンケート 調査など を実施する 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
授業に取り 組む姿勢と 学習内容から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目

履修上の注意等
（ 履修条件等）

ビジネス と ガバナンス 双方の観点から 研究を深める こ と を 期待する 。

参考文献

ス ト ッ プフ ォ ード 、 星野・ 篠原監訳（ 2014） 『 マリ タ イ ム・ エコ ノ ミ ク ス 第3版』 上巻・ 下巻、 日本海運集
会所。 Mar i t i me Pol i cy and Management ,  Mar i t i me Economi cs & Logi st i cs など 。 分析手法に関する 参考
書は都度紹介する 。

科目のキーワ ード
国際交通、 海運経済、 港湾経済、 グロ ーバル・ ロ ジス ティ ク ス

授　 業　 の　 特　 徴

国際交通に関連する 研究テーマを 設定し て、 それに関する 知識を 修得する と と も に、 課題に関し ては、 研究
計画を立案し 実施する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１
２

研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１
４

研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１
６

研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１
８

研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２
０

研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２
２

研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２
４

研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２
６

研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２
８

研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３
０

研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 大塚一徳

授業概要と テーマ

認知心理学、 と く にワ ーキングメ モリ 機能の解明およ びワ ーキングメ モリ 容量個人差が人間の認知過程と
認知的加齢に及ぼす影響の解明に向けて、 実験およ び調査を 通し て研究指導を行う 。 研究指導教員によ る
継続的な研究指導体制をと り 、 大学院生個々の研究テーマを 設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関す
る 高度な知識と 解析手法の集積を図り 、 研究者と し ての基本的な資質を身につける ための指導を行う 。 具
体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の研究成果を掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理解
およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼンテーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン能
力およ び学術論文の作成能力を養う 。 ま た、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を 中心と し て、 研究
課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 認知心理学に関連する 事項について課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究方法
を 立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を 検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがって、 研究を 遂行でき る 。

授業計画

授業内容
認知心理学に関連する 事項についての国内外の先行研究を精読し 、 興味あ
る 課題を抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法
を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 予備調査ある いは予備実験） 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 本調査ある いは本実験） 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 研究方法の微調整） 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 研究方法の修正を含む） 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 研究方法の再修正を 含む） 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 他領域の教員と のディ ス カッ ショ
ン を含む） 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

認知実験ある いは社会調査を実行する （ 全体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 地域マネジメ ント 特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

地域社会マネジメ ント 分野に限ら ず、 情報学や栄養科学の観点も 加味し た研究テーマの設定を期待する 。

参考文献 必要に応じ て学術論文等の文献を事前に指示する 。

科目のキーワ ード
認知心理学、 ワ ーキングメ モリ

授　 業　 の　 特　 徴

認知心理学に関連し た研究テーマについて課題を設定し 、 その解決に向けての方策を学ぶため、  研究
テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 1)

３ ～４
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 2)

５ ～６
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 3)

７ ～８
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 4)

９ ～１ ０
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 5)

１ １ ～１ ２
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 6)

１ ３ ～１ ４
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 7)

１ ５ ～１ ６
組織会計シス テム 先行研究レ
ビ ュ ー( 8)

１ ７ ～１ ８
研究テーマの設定

１ ９ ～２ ０
研究計画の設定( 1)

２ １ ～２ ２
研究計画の設定( 2)

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ 1）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ 2）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ 3）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ 4)

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 宮地晃輔

授業概要と テーマ

　 営利組織（ 営利企業） ・ 非営利組織（ 行政機関等） のいずれも 経営組織体と し て組織目的の到達( 達成)
のために会計シス テムを運用する こ と が必要になる 。 地域企業・ 地方自治体においては経営資金や財源に
関し て選択集中的・ 戦略的な資源配分の必要度・ 喫緊度が大都市部（ 中央） と 比較し て格段に高く 、 こ れ
を 支える 会計シス テム運用に対する 高度な研究が必要と なっている 。
　 組織会計シス テムは、 財務情報及び非財務情報を中心と し ている が、 こ れら に対する 国内外研究動向を
ふま えたう えでの高度な研究能力の養成を図り 、 博士論文の作成に向けた研究指導を行う 。 ま た、 営利組
織・ 非営利組織の現場で活用さ れている 組織会計シス テムの実態を ふま えたう えで進化論的アプロ ーチの
視点から 高度な研究能力の養成を図る 。

到　 達　 目　 標

①組織会計シス テムについて財務会計領域から 先行研究の蓄積内容と 従来の論点を理解でき る 。
②組織会計シス テムについて管理会計領域から 先行研究の蓄積内容と 従来の論点を理解でき る 。
③地域企業・ 地域行政機関等の組織会計シス テムについて代表的な技法を理解でき る 。
④先行研究レ ビュ ーに基づいて、 新規性・ 独創性を伴う 博士論文テーマの設定ができ る 。
⑤博士論文テーマ・ 学術的問い・ 研究方法の設定ができ る 。
⑥博士論文の執筆を段階的に実行し 、 その内容を 発表・ 討論する こ と ができ る 。

授業計画

授業内容
組織会計シス テムにおける 財務会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第1回目( 国内研
究レ ビュ ー) を 行い、 先行研究の成果を 整理する 。

組織会計シス テムにおける 財務会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第2回目（ 国内
研究レ ビュ ー） を行い、 先行研究の成果を 整理する 。

組織会計シス テムにおける 財務会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第3回目（ 海外
研究レ ビュ ー） を行い、 先行研究の成果を 整理する 。

組織会計シス テムにおける 財務会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第4回目（ 海外
研究レ ビュ ー） を行い、 先行研究の成果を 整理する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

組織会計シス テムにおける 管理会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第1回目（ 国内
研究レ ビュ ー） を行い、 先行研究の成果を 整理する 。

組織会計シス テムにおける 管理会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第2回目（ 国内
研究レ ビュ ー） を行い、 先行研究の成果を 整理する 。

組織会計シス テムにおける 管理会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第3回目（ 海外
研究レ ビュ ー） を行い、 先行研究の成果を 整理する 。

組織会計シス テムにおける 管理会計領域の先行研究レ ビ ュ ー第4回目（ 海外
研究レ ビュ ー） を行い、 先行研究の成果を 整理する 。

博士論文テーマの新規性の発見を 行い、 地域企業・ 地域行政機関等を 想定し
た受講者自身の研究テーマを設定する 。

受講者自身が設定し た研究テーマにおける 学術上の問いを明確にし たう え
で、 研究方法の設定を 行う 。

研究を遂行する ために必要と なる 研究図書・ 学術論文・ 資料等の明確化及び
調査方法・ 時期の計画を立案する 。

博士論文導入部分から 仮説設定（ 学術的問い） ま での論述を 完了さ せ、 発
表・ 討論を 行う 。

博士論文テーマに対する 重要先行研究の論点及び博士論文の新規性に関する
記述を完了さ せ、 発表・ 討論を行う 。

博士論文進捗内容の発表と 討論

博士論文進捗内容の発表と 討論

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

① 平常点（ 授業計画における 発表・ 討論の準備・ 発表内容・ 研究成果） 30点
② 博士論文の進捗状況（ 計画的執筆の進捗度、 論文水準の達成度） ・ ・ 70点

テ　 キ　 ス 　 ト
①伊藤邦雄『 新・ 現代会計入門　 第４ 版』 日本経済新聞出版社、 2020年。
②櫻井通晴『 管理会計〔 第七版〕 』 同文舘出版、 2019年。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 特別研究Ⅱ、 特別研究Ⅲ

履修上の注意等
（ 履修条件等）

　 組織会計シス テムに関し て、 財務会計・ 管理会計・ 公会計・ 環境会計と いった会計学の各領域を 幅広く
意識し て研究活動を行う こ と が重要と なる 。

参考文献
黒川行治『 慶應義塾大学商学会　 商学研究叢書 21  会計と 社会　 －公共会計学論考』 慶應義塾大学商学
会、 2017年。

科目のキーワ ード
組織会計シス テム 、 財務会計、 管理会計、 公会計、 環境会計、 地域企業、 地域行政機関、 博士論文

授　 業　 の　 特　 徴

組織会計シス テム 分野における 博士論文の執筆に必要と なる 導入教育及び博士論文の前半部分について進
捗ができ る よ う に指導をする 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

ぐ ーろかる けい゛ 教授・ 矢野生子

授業概要と テーマ

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響、 特に地方経済への影響について経済理論的見地から 研究
指導を 行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制を と り 、 大学院生個々の研究テーマを 設定する に
あたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手法の集積を図り 、 研究者と し ての基本的な資質を
身につける ための指導を 行う 。 具体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の研究成果を 掲載し た学術論
文など を 精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼンテー
ショ ン 能力・ ディ ス カッ ショ ン 能力およ び学術論文の作成能力を 養う 。 ま た、 大学院生個々の研究計画に
対応する 指導を 中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研究指導を 行
う 。

到　 達　 目　 標

１ ） グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関連する 事項について課題を 設定し 、 自ら 設定し た
研究テーマについて、 その研究方法を 立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 有名な過去の文献や最先端の文献を 検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ
る 。
３ ） 先行する 研究内容を 基に立案し た研究方法にし たがっ て、 研究を 遂行でき る 。

授業計画

授業内容
グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 事項についての国内
外の先行研究を精読し 、 興味ある 課題を抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを 設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を 遂行する ために必要な資料など の調達方法を 立
案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 過
去の文献の検討） 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 最
新の文献の検討） 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 研
究方法の微調整） 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 研
究方法の修正を含む） 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 研
究方法の再修正を 含む） 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 他
領域の教員と のディ ス カッ ショ ン を 含む） 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 修
正・ 追加する データ など の調査） 。

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関する 研究を 実行する （ 全
体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

ディ ス カッ ショ ンや報告状況など 授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度（ 報告やレ ポート の内容） から
総合的に評価する 。
・ ディ ス カッ ショ ンと 報告状況　 50％　 ・ 学習内容の理解度（ 報告やレ ポート の内容） 50％

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 地域シス テム特講、 地域マネジメ ント 特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

経済学の分野に限ら ず、 地域社会学や情報学の観点も 加味し た研究テーマの設定を 期待する 。

参考文献

藤田昌久,  ポール・ ク ルーグマン,  アンソ ニー・ J. ベナブルズ 著, 『 空間経済学―都市・ 地域・ 国際貿易
の新し い分析』 , 東洋経済新報社, 2007
Joseph St i gl i t z and Andrew Char l t on, "Fai r  Tr ade For  Al l  :  How Tr ade Can Pr omot e
Devel opment ", Oxf ord Uni ver si t y Pr ess,  2005
Joseph St i gl i t z, 鈴木主税訳『 世界を 不幸にし たグロ ーバリ ズムの正体』 , 徳間書房書店, 2002
その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を 選択する こ と 。

科目のキーワ ード
グロ ーバル経済、 自由貿易、 グロ ーカル経済

授　 業　 の　 特　 徴

グロ ーバル化がも たら す国内外の経済への影響に関連し た研究テーマについて課題を設定し 、 その解決に
向けての方策を 学ぶため、  研究テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法につい
て習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定①

３ ～４
研究テーマの設定②

５ ～６
研究テーマの設定③

７ ～８
研究テーマの設定➃

９ ～１ ０
研究テーマの設定⑤

１ １ ～１ ２
研究計画の立案①

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案②

１ ５ ～１ ６
研究計画の立案③

１ ７ ～１ ８
研究計画の立案➃

１ ９ ～２ ０
研究計画の立案⑤

２ １ ～２ ２
研究計画の立案⑥

２ ３ ～２ ４
研究計画の立案⑦

２ ５ ～２ ６
研究計悪の立案⑧

２ ７ ～２ ８
研究の実行①

２ ９ ～３ ０
研究の実行②

定期試験は実施し ない。

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 荻野　 晃

授業概要と テーマ

大学院生の現在の国際関係に関する 理解を深める こ と を 目的する 。 国際問題を読み解く には歴史的な視点が
不可欠である と 同時に、 国際シス テムの構造を 知る こ と も 重要である 。 大学院生が自ら 研究テーマを設定し
文献を精読する こ と で、 国際情勢を分析する ための基礎的な能力を養う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 国際政治に関連し た自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究方法を立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の先行研究を 把握する 。
３ ） 先行研究の内容を 基に、 自身の研究の独創性を模索する 。

授業計画

授業内容
国際政治に関連し た研究テーマを模索する 。

関心をも った国際問題について理解を深める 。

選択し た研究テーマに関する 基礎的な知識の習得に努める 。

選択し た研究テーマの基礎的な文献を収集する 。

成績評価は「 成績評価の方法」 を参照。

選択し た研究テーマの基礎的な文献を精読する 。

選択し た研究テーマの国内の先行研究を把握する 。

選択し た研究テーマの国外の先行研究を把握する 。

邦語文献を読んで、 選択し た研究テーマの研究動向の把握に努める 。

外国語文献を読んで、 選択し た研究テーマの研究動向の把握に努める 。

研究テーマに関連し た研究動向を整理する 。

先行研究を踏ま え、 研究テーマを絞り 込む。

今一度、 大学院生が自身の問題意識を確認する 。

大学院生自身で研究テーマの独創性を模索する 。

論文作成へ向けたアウ ト ラ イ ン を構築する 。

研究テーマの発表を 行う 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組む姿勢、 ディ ス カッ ショ ン、 研究発表の内容に応じ て総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
と く に指定し ない。

関 連 科 目

履修上の注意等
（ 履修条件等）

大学院生自身が責任を も って研究テーマに取り 組む。

参考文献
ジョ セフ ・ S. ナイ  ジュ ニア、 デイ ヴィ ッ ド ・ A.  ウ ェ ルチ著、  田中明彦、 村田晃嗣訳『 国際紛争 ― 理論
と 歴史 原書第10版』 有斐閣、 2017年。

科目のキーワ ード

授　 業　 の　 特　 徴

大学院生が自身の研究テーマを設定し て、 博士論文の作成の準備を進める 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ 1）

３ ～４
研究テーマの設定（ 2）

５ ～６
研究テーマの設定（ 3）

７ ～８
研究テーマの設定（ 4）

９ ～１ ０
研究テーマの設定（ 5）

１ １ ～１ ２
研究テーマの設定（ 6）

１ ３ ～１ ４
研究テーマの設定（ 7）

１ ５ ～１ ６
研究テーマの設定（ 8）

１ ７ ～１ ８
研究計画の立案（ 1）

１ ９ ～２ ０
研究計画の立案（ 2）

２ １ ～２ ２
研究計画の立案（ 3）

２ ３ ～２ ４
研究計画の立案（ 4）

２ ５ ～２ ６
研究計画の立案（ 5）

２ ７ ～２ ８
予備実験（ 予備調査） を 実施
する ( 1)

２ ９ ～３ ０
予備実験（ 予備調査） を 実施
する ( 2)

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 橋本（ 松本） 優花里

授業概要と テーマ

高次脳機能障害や認知症の評価や支援方法について、 認知心理学、 神経心理学、 臨床心理学の3つの分野に
わたる 研究指導を 行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制を と り 、 大学院生個々の研究テーマを
設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手法の集積を 図り 、 研究者と し ての基本
的な資質を 身につける ための指導を 行う 。 具体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の研究成果を 掲載
し た学術論文など を 精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプ
レ ゼン テーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン能力およ び学術論文の作成能力を養う 。 ま た、 大学院生個々の
研究計画に対応する 指導を 中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研
究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

1） 高次脳機能障害や認知症の評価や支援方法に関する 課題を 設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、
その研究方法を 立案でき る 。
2） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を 検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
3） 先行する 研究内容を 基に立案し た研究方法にし たがっ て、 研究を 遂行でき る 。
4) 研究テーマに基づいたレ ビ ュ ーを 執筆でき る 。

授業計画

授業内容
高次脳機能障害や認知症の評価や支援方法について、 興味ある テーマを 選出
し 、 国内外の先行研究等を 調べる 。

国内外の先行研究を 精読し 、 ま と める 。

国内外の先行研究を 精読し 、 ま と める 。

国内外の先行研究を 精読し 、 ま と める 。

国内外の先行研究を 精読し 、 ま と める 。

国内外の先行研究を 精読し 、 ま と める 。

研究の目的を 設定する 。

設定し た研究テーマのレ ビ ュ ーを 執筆する

研究の対象者、 データ の取得場所、 研究を 遂行する ために必要な資料や装置
等について立案する 。

取得する データ と その分析方法について立案する 。

全体の研究計画を 確定し 、 研究計画書およ びマニュ アルを 作成する 。

研究に必要な装置や課題を 準備する 。

研究に必要な装置や課題を 準備する 。

予備実験（ 予備調査） を 実施する 。

結果に基づいて全体の研究計画を 修正し 、 研究計画書およ びマニュ アルを 改
訂する 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 地域シス テム特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

参考文献
日本心理学会　 執筆・ 投稿の手引き 　 ht t ps: //psych. or . j p/manual

科目のキーワ ード
認知心理学、 神経心理学、 臨床心理学、 高次脳機能障害、 認知症

授　 業　 の　 特　 徴

臨床現場が抱える リ アルタ イ ム の課題を掘り 起こ し 、 様々な分野の知見を 踏ま え、 必要に応じ て他分野と
協力し ながら 解決に向けて研究を 進めていき ま す。 心理学の中にと ど ま ら ず、 工学と の連携など 、 広い視
野を 持っ た学際的な研究になる こ と を 望みま す。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究動向の把握（ １ ）

３ ～４
研究動向の把握（ ２ ）

５ ～６
研究動向の把握（ ３ ）

７ ～８
質的研究の理解（ １ ）

９ ～１ ０
質的研究の理解（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の設計（ １ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の設計（ ２ ）

１ ５ ～１ ６
研究計画の遂行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究計画の遂行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究計画の遂行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究計画の遂行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究計画の遂行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究成果の公表（ １ ）

２ ７ ～２ ８
研究成果の公表（ ２ ）

２ ９ ～３ ０
研究成果の公表（ ３ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 車相龍

授業概要と テーマ

地域計画論、 と り わけ地方（ 非首都地域） の持続可能な発展を目指し た場所デザイ ンおよ び価値づけの仕組
みづく り について、 質的研究を中心と し た研究指導を行う 。 具体的には、 応用地理学・ 都市設計学・ 建築計
画学など の隣接分野を も 視野に入れて研究動向を把握し つつ、 問題意識を 明確にし た上に研究の哲学・ 質
問・ 課題・ 主題・ 目的・ 方法・ 倫理など を含む研究計画の設計と 遂行、 研究成果の公表についての指導を 行
う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 地域計画論およ び隣接分野における 研究動向を把握し 、 問題意識を明確にする こ と ができ る 。
２ ） 問題意識に応える ための研究計画を設計し 、 当該分野の知識体系・ 研究史における 研究の意義と 位置づ
けが確認でき る 。
３ ） 質的研究（ も し く は混合研究） の探究方法を理解し 、 研究計画の設計・ 遂行に活用でき る 。
４ ） 研究計画を遂行し て得ら れた成果を学会等で公表でき る 。

授業計画

授業内容
地域計画論およ び隣接分野における 先行研究の緒文献を 批判的に考察し 、 研
究の特徴・ 成果・ 限界を明ら かにする 。

地域計画論およ び隣接分野における 先行研究の緒文献を 批判的に考察し 、 研
究の特徴・ 成果・ 限界を明ら かにする 。

地域計画論およ び隣接分野における 先行研究の緒文献を 批判的に考察し 、 文
献マッ プを作成する こ と で問題意識を明確にする 。

質的研究の方法論的基礎・ 広がり ・ 可能性

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

モデル構成・ 記述のコ ード 化・ 理論構築・ 記述の意味づけ

研究の哲学・ 質問・ 課題

研究の主題・ 目的・ 方法・ 倫理

予備調査の準備

予備調査の成果確認と 研究計画（ 研究方法） の調整

関連文献の追加調査と 本調査の準備

本調査の成果確認と 研究計画（ 研究方法） の微調整

追加調査の成果確認と 研究結果の予想

ワ ーキン グペーパーの作成①

ワ ーキン グペーパーの作成②

ワ ーキン グペーパーの作成③

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
ルーブリ ッ ク によ る 学修到達度の評価（ 授業計画に基づく 進捗状況50％＋成就水準50％）

テ　 キ　 ス 　 ト サト ウ タ ツ ヤ他『 質的研究法マッ ピ ング』 新曜社、 2019

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習

履修上の注意等
（ 履修条件等）

混合研究の場合、 量的研究のアプロ ーチについては、 あく ま でも 質的研究の限界を補完する 程度にと ど める
こ と にする 。

参考文献

チャ ールズ テッ ド リ ー『 混合研究法の基礎:  社会・ 行動科学の量的・ 質的アプロ ーチの統合』 西村書店、
2017
ウ ヴェ ・ フ リ ッ ク 『 新版質的研究入門―＜人間の科学＞のための方法論』 春秋社、 2011

科目のキーワ ード
地域計画論、 地方、 持続可能な発展、 場所デザイ ン、 価値づけ、 質的研究

授　 業　 の　 特　 徴

地域計画論の視座に立った研究遂行能力の修得・ 向上を 目指し た実践指向の問答法（ di al ect i c） 基盤の対
話式授業



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 1)

３ ～４
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 2)

５ ～６
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 3)

７ ～８
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 4)

９ ～１ ０
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 5)

１ １ ～１ ２
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 6)

１ ３ ～１ ４
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 7)

１ ５ ～１ ６
日本近世史先行研究レ ビュ ー
( 8)

１ ７ ～１ ８
研究テーマの設定

１ ９ ～２ ０
研究計画の設定( 1)

２ １ ～２ ２
研究計画の設定( 2)

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ 1）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ 2）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ 3）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ 4)

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 松尾晋一

授業概要と テーマ

　 研究者・ 大学教員と し て、 歴史資料や歴史的事象に俯瞰的な視点から の分析や考察及び主体的な課題発見
から 解決に必要な情報収集・ 分析し 、 課題解決に向けた方法の検討を 行う こ と のでき る 能力を 身につける こ
と を目的と する 。 具体的には日本近世における 政治・ 外交に関する 重要な特定の主題や諸課題に関する テー
マをと 取り 上げて考察する こ と で、 問題の発見方法や文献資料の読解、 論の建て方の理解を深め、 情報や知
識を複眼的かつ論理的に分析し 、 表現する ための知識と 能力を高め高度な研究能力の養成を図る 。 ま た、 大
学院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査、 分析に向け
た研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

①日本近世の国内政治史史分野から 先行研究の蓄積内容と 従来の論点を理解でき る 。
②日本近世の対外関係史分野から ら 先行研究の蓄積内容と 従来の論点を理解でき る 。
③歴史史料の読解能力を高める こ と ができ る 。
④先行研究レ ビュ ーに基づいて、 新規性・ 独創性を伴う 博士論文テーマの設定ができ る 。
⑤博士論文テーマ・ 学術的問い・ 研究方法の設定ができ る 。
⑥博士論文の執筆を段階的に実行し 、 その内容を発表・ 討論する こ と ができ る 。

授業計画

授業内容
日本近世史における 政治史分野の先行研究レ ビュ ー第1回目を 行い、 先行研
究の成果を整理する 。

日本近世史における 政治史分野の先行研究レ ビュ ー第2回目を 行い、 先行研
究の成果を整理する 。

日本近世史における 政治史分野の先行研究レ ビュ ー第3回目を 行い、 先行研
究の成果を整理する 。

日本近世史における 政治史分野の先行研究レ ビュ ー第4回目を 行い、 先行研
究の成果を整理する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

日本近世史における 対外関係史分野の先行研究レ ビュ ー第1回目を行い、 先
行研究の成果を整理する 。

日本近世史における 対外関係史分野の先行研究レ ビュ ー第2回目を行い、 先
行研究の成果を整理する 。

日本近世史における 対外関係史分野の先行研究レ ビュ ー第3回目を行い、 先
行研究の成果を整理する 。

日本近世史における 対外関係史分野の先行研究レ ビュ ー第4回目を行い、 先
行研究の成果を整理する 。

博士論文テーマの新規性の発見を行い、 地域企業・ 地域行政機関等を想定し
た受講者自身の研究テーマを設定する 。

受講者自身が設定し た研究テーマにおける 学術上の問いを明確にし たう え
で、 研究方法の設定を行う 。

研究を遂行する ために必要と なる 研究図書・ 学術論文・ 資料等の明確化及び
調査方法・ 時期の計画を立案する 。

博士論文導入部分から 仮説設定（ 学術的問い） ま での論述を完了さ せ、 発
表・ 討論を行う 。

博士論文テーマに対する 重要先行研究の論点及び博士論文の新規性に関する
記述を完了さ せ、 発表・ 討論を 行う 。

博士論文進捗内容の発表と 討論

博士論文進捗内容の発表と 討論

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
平常点（ 各回における 発表・ 討論の準備・ 内容・ 成果） ・ ・ ・ 　 30％
博士論文の進捗状況・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 　 70％

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 特別研究Ⅱ、 特別研究Ⅲ

履修上の注意等
（ 履修条件等）

積極的に国内外の学会、 研究会に参加する こ と 。

参考文献
必要に応じ て学術論文等の文献を 事前に示す。

科目のキーワ ード
日本近世史、 政治、 対外政策、 外交、 史料購読、 博士論文

授　 業　 の　 特　 徴

日本史分野における 博士論文の執筆に必要と なる 導入教育及び博士論文の前半部分について進捗ができ る よ
う に指導を する 。



単位数

4単位

回

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 准教授・ 賈 曦

授業概要と テーマ

国際社会における メ ディ アを媒介と し たコ ミ ュ ニケーショ ンの課題についてこ れま で蓄積さ れてき たメ ディ アと 社会の
関係を論ずる 概念モデルや理論的な枠組み等を整理発展し 現状分析や将来展望への応用を中心と する 研究を国際比較の
視点も 含む定性・ 定量分析に基づき 指導を行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制をと り 、 大学院生個々の研
究テーマを設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手法の集積を図り 、 研究者と し ての基本的
な資質を身につける ための指導を行う 。 具体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の研究成果を掲載し た学術論文な
どを精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレゼンテーショ ン能力・ ディ
ス カッ ショ ン能力およ び学術論文の作成能力を養う 。 受講生個々の研究に対応する 指導を中心と し て、 研究課題の設
定、 研究計画の立案、 調査、 分析に向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） グロ ーバル・ コ ミ ュ ニケーショ ンについて課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究
方法を立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を 基に立案し た研究方法にし たがって、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
国際社会における メ ディ アを媒介と し たコ ミ ュ ニケーショ ンに関連する 事項
についての国内外の先行研究を精読し 、 興味ある 課題を 抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを 設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法を
立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 予
備調査） 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 本
調査） 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 研
究方法の微調整） 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 研
究方法の修正を含む） 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 研
究方法の再修正を含む） 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 他
教員と のディ ス カッ ショ ンを含む） 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 追
加調査） 。

文献資料調査、 現地調査等（ 電子的手段によ る も のを含む） を実行する （ 全
体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
レ ポート 50％、 発表50％。 博士論文に向けた研究活動への取り 組みも 重視し て評価を行う 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目 アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 地域シス テム特講、 地域マネジメ ント 特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

地域社会マネジメ ント 分野に限ら ず、 人間栄養健康科学分野や地域情報工学分野の観点も 加味し た研究テー
マの設定を期待する 。

参考文献

James Cur ran,  Mi chael  Gurevi t ch（ 2005） Mass  Medi a and Soci et y,  Bl oomsbur y USA Academi c
Dani el  Ri f f e, St ephen Lacy,  Fr eder i ck Fi co,  Brendan Wat son( 2019) ,  Anal yzi ng Medi a Messages,
Rout l edge Communi cat i on.
その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を選択する こ と 。

科目のキーワ ード メ ディ アと 社会、 国際比較、 質的研究

授　 業　 の　 特　 徴

国際社会における メ ディ アを媒介と し たコ ミ ュ ニケーショ ンに関連し た研究テーマについて課題を設定し 、
その解決に向けての方策を学ぶため、  研究テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行
方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ ソ ムチャ イ  チャ ッ ト ウ ィ チェ ンチャ イ

授業概要と テーマ

企業ネッ ト ワ ーク 上のコ ンピ ュ ータ サーバーやパソ コ ン など において、 リ レ ーショ ンナルデータ ベース 、
NoSQLなど の構造化データ や、 XMLで記述さ れたオフ ィ ス 文書、 PDF文書など のよ う な半構造化データ が保
存さ れている 。 こ れら のデータ の中から ユーザーの検索条件を 満たし たも のを 素早く 見つけ出すこ と は極
めて重要である 。 本科目では構造化データ や半構造化データ を 効率的に行える 横断検索手法の開発を 目指
し て、 その手法の提案・ 実装・ 検証を 通し て研究指導を 行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制
を と り 、 大学院生個々の研究テーマを 設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手
法の集積を 図り 、 研究者と し ての基本的な資質を 身につける ための指導を 行う 。 具体的には、 ゼミ 形式に
よ り 専門分野の最新の研究成果を 掲載し た学術論文など を 精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を
養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼンテーショ ン 能力・ ディ ス カッ ショ ン 能力およ び学術論文の作
成能力を 養う 。 ま た、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を 中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画
の立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 構造化・ 半構造化データ の横断検索手法に関連する 事項について課題を 設定し 、 自ら 設定し た研究
テーマについて、 その研究方法を 立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を 基に立案し た研究方法にし たがっ て、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
構造化・ 半構造化データ の横断検索手法に関連する 事項についての国内外
の先行研究を 精読し 、 興味ある 課題を 抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを 設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を 遂行する ために必要な資料や機材の調達方法
を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 予備調査ある
いは予備実験） 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 本調査ある い
は本実験） 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 研究方法の微
調整） 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 研究方法の修
正を 含む） 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 研究方法の再
修正を 含む） 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 他領域の教員
と のディ ス カッ ショ ンを 含む） 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 追加調査ある
いは追加実験） 。

構造化・ 半構造化データ の横断検索手法の研究を 実行する （ 全体の振り 返
り を 含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 人間情報科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

情報科学分野に限ら ず、 地域社会学や情報学の観点も 加味し た研究テーマの設定を 期待する 。

参考文献

1.  Szymański  J ,  et  al :  Semant i c Keywor d-Based Sear ch on St r uct ured Dat a Sour ces ( Lect ur e Not es
i n Comput er  Sci ence) ,  2018.
2.  Wal msl ey P:  XQuery:  Sear ch Acr oss a Var i et y of  XML Dat a, O' Rei l l y Medi a,  2016.
その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を 選択する こ と 。

科目のキーワ ード
データ ベース 、 SQL、 NoSQL、 XML、 文書、 検索

授　 業　 の　 特　 徴

構造化・ 半構造化データ の横断検索に関連し た研究テーマについて課題を 設定し 、 その解決に向けての方
策を 学ぶため、 研究テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得す
る 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
研究テーマの設定（ ３ ）

７ ～８
予備実験（ １ ）

９ ～１ ０
予備実験（ ２ ）

１ １ ～１ ２
作業仮説の立案

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ １ ）

１ ５ ～１ ６
研究計画の立案（ ２ ）

１ ７ ～１ ８
研究計画の立案（ ３ ）

１ ９ ～２ ０
研究計画の立案（ ４ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ １ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ２ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ３ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ４ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ５ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 小林信博

授業概要と テーマ

情報工学分野、 と く に現実世界と サイ バー空間の融合する 領域における 制御シス テム、 制御機器、 利用者
等に対する サイ バー攻撃手法の解明およ び正常動作の維持・ 確保に寄与する 制御シス テムセキュ リ ティ 技
術の開発を 目指し て、 安全性評価実験およ び検証実験を 通し て研究指導を行う 。 研究指導教員によ る 継続
的な研究指導体制をと り 、 学生個々の研究テーマを設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な
知識の集積を図り 、 研究者と し ての基本的な資質を身につける ための指導を行う 。 具体的には、 専門分野
の最新の研究成果を掲載し た学術論文など を 精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を 養う 。 ま た、
研究成果の学会等でのプレ ゼンテーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン能力およ び学術論文の作成能力を 養
う 。 ま た、 学生個々の研究計画に対応する 指導を 中心と し て、 研究テーマの設定、 研究計画の立案、 調
査・ 実験、 評価・ 分析に向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 制御シス テムセキュ リ ティ に関連する 事項について課題を 設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについ
て、 その研究方法を立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがって、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
制御シス テム セキュ リ ティ に関連する 国内外の事例や報告を調査し 、 社会的
価値と 学術的意義のある 課題を抽出する 。

課題に対する 既存の製品や研究論文を調査する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマ（ 研究目的を含む） を設定す
る 。

設定し た研究テーマに基づいて、 予備実験（ 安全性評価実験） の方法を立案
する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

設定し た研究テーマに基づいて、 予備実験を行う 。

予備実験の結果に基づいて、 作業仮説（ 新たな対策） を設定する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する 為に必要な資料や機材の調達方法や実
現方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 実証方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 確定する 。

研究を実行する （ 実験環境を構築する ） 。

研究を実行する （ 実験環境にて本実験（ 検証実験） を 実施） 。

研究を実行する （ 研究方法の微調整） 。

研究を実行する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

研究を実行する （ 実験結果の評価・ 分析） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
授業に取り 組む姿勢( ディ ス カッ ショ ン 40%) と 学習内容の理解度（ 発表60%） から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 情報セキュ リ ティ 特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

『 暗号技術』 『 コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク 技術』 について一般的な知識を習得済で、 I Tと OTの双方に興味
のある こ と が望ま し い。 地域創生の観点も 加味し た研究テーマの設定を 期待する 。

参考文献
各自必要に応じ て適切な参考書を 選択。

科目のキーワ ード
情報セキュ リ ティ 、 通信・ ネッ ト ワ ーク 工学、
制御シス テムセキュ リ ティ 、 組込みシス テム セキュ リ ティ 、 CPS

授　 業　 の　 特　 徴

制御シス テムセキュ リ ティ に関連し た研究テーマについて課題を設定し 、 その解決に向けての方策を 学ぶ
ため、 研究テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法、 実験結果の評価・ 分析方
法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
研究テーマの設定（ ３ ）

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究計画の立案（ ５ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ １ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ２ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ３ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ４ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ５ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ６ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ７ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 吉村元秀

授業概要と テーマ

ま ちづく り 工学に関する 研究を通し て研究指導を 行う 。 ま ちづく り 工学は、 観光学、 社会工学、 シス テム
科学、 認知科学、 心理学、 情報工学など を含む横断的・ 学際的な研究分野である 。 研究テーマを 設定する
にあたり 、 こ れら 関連する 学問分野を俯瞰的にと ら える 高度な情報収集力と 読解力、 抽象的な物事を具体
的な事象へと 落と し 込む発想力と 独創力を身につける こ と ができ る よ う 指導する 。 具体的には、 ゼミ 形式
によ り 多分野にわたる 学術論文を収集・ 分類し 、 それら 研究成果を 読解する 能力を養う と と も に、 社会情
勢に即し た人間中心のサービ ス やシス テムを着想する 能力を養う 。 ま た、 こ れら 基礎能力を 涵養し つつ、
研究課題の設定、 計画の立案・ 調査、 サービス やシス テムの実装に向けた研究指導を継続的に行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） ま ちづく り 工学に関連する 事項について自ら 研究テーマを設定し 、 研究方法を立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の文献を収集・ 分類し 、 それら の研究の課題分析ができ る 。
３ ） 先行研究を基に立案し た研究方法にし たがっ て、 研究を継続的に遂行でき る 。

授業計画

授業内容
ま ちづく り 工学に関連する 事項についての国内外の先行研究を精読し 、 課題
を分析する 。

分析し た課題をも と に、 さ ら に国内外の先行研究を 精読し 、 論点を 分類す
る 。

分類し た論点をも と に独自の研究テーマを 設定する 。

設定し た研究テーマを 遂行する にあたって、 必要と さ れる 情報や知識、 機器
や技術について精査する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

研究方法を 立案する 。

研究を遂行する ために必要な情報や知識の収集、 機器の調達や技術の習得方
法を立案する 。

最適な研究結果の解析方法を立案する 。

全体の研究計画を確定する 。

基盤と なる 研究を実行する 。 必要に応じ て打ち合わせを 行う 。

基盤と なる 研究を実行する 。 必要に応じ て打ち合わせを 行う 。

基盤と なる 研究を実行する 。 必要に応じ て打ち合わせを 行う 。

基盤と なる 研究を実行する 。 必要に応じ て打ち合わせを 行う 。

基盤と なる 研究を実行する 。 必要に応じ て打ち合わせを 行う 。

基盤と なる 研究を実行する 。 必要に応じ て打ち合わせを 行う 。

基盤と なる 研究を実行する 。 必要に応じ て打ち合わせを 行う 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。
レ ポート 50%、 発表50%にて評価をする 。

テ　 キ　 ス 　 ト
必要に応じ て資料を配布する 。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 人間情報科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

参考文献
必要に応じ て学術論文等の文献を事前に指示する 。

科目のキーワ ード
観光学、 社会工学、 シス テム 科学、 認知科学、 心理学、 情報工学

授　 業　 の　 特　 徴

打ち合わせを重ねながら 、 研究を遂行する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 片山徹也

授業概要と テーマ

情報デザイ ン領域における コ ンテンツ のユーザビリ ティ 及びアク セシビ リ ティ の向上に寄与する デザイ ン手
法の開発を 目指し て、 現況調査や被験者実験等を通し て研究指導を行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究
指導体制を と り 、 大学院生個々の研究テーマを 設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と
解析手法の集積を図り 、 研究者と し ての基本的な資質を身につける ための指導を行う 。 具体的には、 ゼミ 形
式によ り 専門分野の最新の研究成果を掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力
を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼンテーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン能力およ び学術論文の作
成能力を養う 。 ま た、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の
立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 情報デザイ ン領域に関連する 事項について課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究
方法を立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を 検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を 基に立案し た研究方法にし たがっ て、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
情報デザイ ン領域に関連する 事項についての国内外の先行研究を精読し 、 興
味ある 課題を抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法を
立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

現況調査ある いは被験者実験等を 実行する （ 予備調査ある いは予備実験） 。

現況調査ある いは被験者実験等を 実行する （ 本調査ある いは本実験） 。

現況調査ある いは被験者実験等を 実行する （ 研究方法の微調整） 。

現況調査ある いは被験者実験等を 実行する （ 研究方法の修正を含む） 。

現況調査ある いは被験者実験等を 実行する （ 研究方法の再修正を含む） 。

現況調査ある いは被験者実験を実行する （ 他領域の教員と のディ ス カッ ショ
ンを含む） 。

現況調査ある いは被験者実験等を 実行する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

現況調査ある いは被験者実験等を 実行する （ 全体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
事前の文献収集や授業時のディ ス カッ ショ ンの状況等の学習態度及び研究の遂行状況から 総合的に評価す
る 。 レ ジュ メ ・ ス ラ イ ド 資料等の提出物50%、 授業時の学習態度･発表内容50%

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

履修条件は特に設けない。

参考文献 研究計画及び研究題目に応じ て専門書、 学術論文等の文献を 事前に指示する 。

科目のキーワ ード
情報デザイ ン、 人間中心設定、 ユーザビリ ティ 、 アク セシビ リ ティ

授　 業　 の　 特　 徴

情報デザイ ン領域に関連し た研究テーマについて課題を設定し 、 その解決に向けての方策を学ぶため、  研
究テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 星野文学

授業概要と テーマ

情報セキュ リ ティ 、 特に暗号設計学およ び暗号解析学、 の学問的発展への貢献を目指し て、 理論研究ある
いは計算機実験を通し て研究指導を行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制をと り 、 大学院生
個々の研究テーマを設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手法の集積を図り 、
研究者と し ての基本的な資質を身につける ための指導を 行う 。 具体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最
新の研究成果を掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究
成果の学会等でのプレ ゼン テーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン能力およ び学術論文の作成能力を養う 。 ま
た、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実
験、 分析に向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 暗号学に関連する 事項について課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究方法を立
案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがって、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
暗号学に関連する 事項についての国内外の先行研究を 精読し 、 興味ある 課題
を 抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法を
立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 確定する 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 予備調査ある いは予備実験） 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 本調査ある いは本実験） 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 研究方法の微調整） 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 研究方法の修正を含む） 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 研究方法の再修正を含む） 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 他領域の教員と のディ ス カッ ショ
ン を含む） 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

計算機実験ある いは理論研究を実行する （ 全体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
授業に取り 組む姿勢( ディ ス カッ ショ ン 40%) と 学習内容の理解度（ 発表60%） から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 情報セキュ リ ティ 特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

暗号学分野に限ら ず、 情報学や計算機科学の観点も 加味し た研究テーマの設定を期待する 。

参考文献

岡本 龍明:  現代暗号の誕生と 発展,  近代科学社,  2019
Li ndel l  Y( Ed) :  Tut or i al s on t he Foundat i ons of  Crypt ogr aphy,  Spr i nger ,  2017
Joux A:  Al gor i t hmi c Crypt anal ysi s,  CRC Press,  2009
その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を選択する こ と 。

科目のキーワ ード
情報セキュ リ ティ 、 暗号設計学、 暗号解析学

授　 業　 の　 特　 徴

暗号学に関連し た研究テーマについて課題を 設定し 、 その解決に向けての方策を学ぶため、  研究テーマの
選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。







単位数

4単位

回 主題

１ ～２

研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
個人実験（ １ ）

１ ７ ～１ ８
個人実験（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
個人実験（ ３ ）

２ １ ～２ ２
個人実験（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
個人実験（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
個人実験（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
個人実験（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
個人実験（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 平岡透

授業概要と テーマ

画像工学や空間情報工学の技術を 基にし た地域防災や地域活性化、 ノ ンフ ォ ト リ アリ ス ティ ッ ク レ ンダリ ン
グなど に関する 研究を 通し て研究指導を行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制を と り 、 大学院生
個々の研究テーマを設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手法の集積を図り 、 研
究者と し ての基本的な資質を身につける ための指導を行う 。 具体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の
研究成果を掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の
学会等でのプレ ゼンテーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン 能力およ び学術論文の作成能力を養う 。 ま た、 大学
院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、 分析に
向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 画像工学や空間情報工学の技術を基にし た地域防災や地域活性化、 ノ ンフ ォ ト リ アリ ス ティ ッ ク レ ンダ
リ ングなど に関する 事項について課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究方法を立案で
き る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがって、 研究を 遂行でき る 。

授業計画

授業内容
画像工学や空間情報工学の技術を基にし た地域防災や地域活性化、 ノ ンフ ォ
ト リ アリ ス ティ ッ ク レ ンダリ ン グなど に関連する 事項についての国内外の先
行研究を 精読し 、 興味ある 課題を抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法を
立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

個人実験の作業を進める 。 必要に応じ て打ち合わせを行う 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
作業や実験の内容50%、 授業態度（ ディ ス カッ ショ ンや発表状況） 50%

テ　 キ　 ス 　 ト
必要に応じ てプリ ント を配布する 。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 人間情報科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

参考文献
必要に応じ て学術論文など の文献を事前に指示する 。

科目のキーワ ード
画像工学、 空間情報工学、 地域防災、 地域活性化、 ノ ン フ ォ ト リ アリ ス ティ ッ ク レ ンダリ ン グ

授　 業　 の　 特　 徴
個別打ち合わせを重ねながら 、 終始論文のための実験・ 分析を進めても ら う 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 准教授・ 斎藤正也

授業概要と テーマ

時系列解析手法、 ベイ ズ統計を用いた情報シス テムの記述およ び解析に関する 研究指導を行う 。 研究指導
教員によ る 継続的な指導のも と 、 研究課題の設定、 課題解決に必要な知識・ 技術を文献およ び実践を通じ
て修得さ せ、 研究者と し ての基本的な資質を養う 。 知識・ 技能の修得に関し て、 具体的には、 ゼミ 形式に
よ り 専門分野の最新の研究成果を掲載し た学術論文など を 精読する こ と で関連分野の動向を 探り 、 ま た手
法や適用対象の拡張の可能性を議論する 。 必要に応じ て文献の主張を再現する 数値実験を行う こ と で実践
技術を 養う 。 研究課題の設定、 解決に関し て、 学会発表、 原著論文執筆を通し て、 獲得し た知識・ 技能を
実践に応用する 能力を養う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 情報シス テム や現象について博士課程で取り 組む研究課題を 設定し 、 数理的に記述する こ と ができ
る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがっ て、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
時系列解析およ びド メ イ ンに関連する 事項についての国内外の先行研究を精
読し 、 興味ある 課題を 抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法を
立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 予備調査ある
いは予備実験） 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 本調査ある い
は本実験） 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 研究方法の微
調整） 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 研究方法の修
正を含む） 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 研究方法の再
修正を含む） 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 他領域の教員
と のディ ス カッ ショ ン を含む） 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 追加調査ある
いは追加実験） 。

時系列解析の手法ある いはド メ イ ンへの応用研究を 実行する （ 全体の振り 返
り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 情報セキュ リ ティ 特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

なし

参考文献

樋口知之[ 編著] ・ データ 同化入門,  朝倉書店,  2011
北川源四郎・ 時系列解析入門,  岩波書店,  2005
CMビショ ッ プ著・ パタ ーン認識と 機械学習,  2006
こ の他,  授業中に指定する 研究課題にかかわる 原著論文を 参照する こ と 。

科目のキーワ ード
時系列解析、 データ 同化、 ベイ ズ統計、 機械学習

授　 業　 の　 特　 徴

時系列解析の手法ま たは受講者が関心の学術領域( ド メ イ ン ) に関連し た研究テーマについて課題を 設定
し 、 その解決に向けての方策を学ぶため、  研究テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の
実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 大曲勝久

授業概要と テーマ

臨床栄養学、 と く に非アルコ ール性脂肪肝炎の発症機序の解明およ び発症・ 進展の抑制に寄与する 栄養療
法の開発を 目指し て、 動物実験ある いは臨床研究を通し て研究指導を行う 。 研究指導教員によ る 継続的な
研究指導体制をと り 、 大学院生個々の研究テーマを設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な
知識と 解析手法の集積を図り 、 研究者と し ての基本的な資質を 身につける ための指導を行う 。 具体的に
は、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の研究成果を 掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理解およ び
課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼンテーショ ン 能力・ ディ ス カッ ショ ン能力およ
び学術論文の作成能力を養う 。 ま た、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し て、 研究課題の
設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 臨床栄養学に関連する 事項について課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究方法
を立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがって、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
臨床栄養学に関連する 事項についての国内外の先行研究を精読し 、 興味ある
課題を抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法を
立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 確定する 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 予備調査ある いは予備実験） 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 本調査ある いは本実験） 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 研究方法の微調整） 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 研究方法の修正を含む） 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 研究方法の再修正を含む） 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 他領域の教員と のディ ス カッ ショ ン
を 含む） 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

動物実験ある いは臨床研究を実行する （ 全体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 実践栄養科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

栄養科学分野に限ら ず、 地域社会学や情報学の観点も 加味し た研究テーマの設定を 期待する 。

参考文献

Abel  T,  et  al . ( Eds) :  Nonal cohol i c Fat t y Li ver  Di sease ( NAFLD) ,  Bent ham Books,  2017
日本消化器病学会・ 日本肝臓学会（ 編） ： NAFLD/NASH診療ガイ ド ラ イ ン 2020、 南江堂、 2020
その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を選択する こ と 。

科目のキーワ ード
臨床栄養学、 非アルコ ール性脂肪肝炎

授　 業　 の　 特　 徴

臨床栄養学に関連し た研究テーマについて課題を 設定し 、 その解決に向けての方策を学ぶため、  研究テー
マの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 古場一哲

授業概要と テーマ

食品〜食品成分によ る メ タ ボリ ッ ク シンド ロ ームの改善を目指し 、 脂質代謝調節を キーワ ード にに動物
実験を通し て食品の機能性およ びその作用機序解明に関する 研究指導を 行う 。 研究指導教員によ る 継続
的な研究指導体制をと り 、 大学院生個々の研究テーマを 設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する
高度な知識と 解析手法の集積を図り 、 研究者と し ての基本的な資質を身につける ための指導を 行う 。 具
体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の研究成果を 掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理
解およ び課題発見能力を養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼンテーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ
ン能力およ び学術論文の作成能力を養う 。 ま た、 大学院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し
て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、 分析に向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 食品ま たは食品成分の機能性に関連する 事項について課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマにつ
いて、 その研究方法を 立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を 検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがって、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
食品〜食品成分の機能性に関する 国内外の先行研究を精読し 、 興味ある 課
題を抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を 遂行する ために必要な資料や機材の調達方法
を立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 確定する 。

動物実験を 実行する （ 予備実験） 。

動物実験を 実行する （ 本実験） 。

動物実験を 実行する （ 研究方法の微調整） 。

動物実験を 実行する （ 研究方法の修正を 含む） 。

動物実験を 実行する （ 研究方法の再修正を含む） 。

動物実験を 実行する （ 他領域の教員と のディ ス カッ ショ ンを含む） 。

動物実験を 実行する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

動物実験を 実行する （ 全体の振り 返り を 含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
授業に取り 組む姿勢50％（ 研究立案に関する ディ ス カッ ショ ン、 実験の実施状況） およ び学習内容の理
解度50%（ 分析結果に関する ディ ス カッ ショ ン、 新たな研究の立案） から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 基礎栄養科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

自身の研究への主体的な取り 組みと 指導教員と の結果についての積極的なディ ス カッ ショ ンを 心がけて
 く ださ い。

参考文献 必要に応じ て学術論文等の文献を 事前に指示する 。

科目のキーワ ード
食品、 機能性、 メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ーム、 脂質代謝

授　 業　 の　 特　 徴

自身の研究テーマについて課題を 設定し 、 その解決に向けての方策を学ぶため、  研究テーマの選択、 作
業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
倫理規定

３ ～４
研究テーマの設定（ １ ）

５ ～６
研究テーマの設定（ ２ ）

７ ～８
研究テーマの設定（ ３ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ １ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ２ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ３ ）

１ ５ ～１ ６
研究計画の立案（ ４ ）

１ ７ ～１ ８
研究の遂行（ １ ）

１ ９ ～２ ０
研究の遂行（ ２ ）

２ １ ～２ ２
研究の遂行（ ３ ）

２ ３ ～２ ４
研究の遂行（ ４ ）

２ ５ ～２ ６
研究の遂行（ ５ ）

２ ７ ～２ ８
研究の遂行（ ６ ）

２ ９ ～３ ０
研究の遂行（ ７ ）

定期試験は行わない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授　 世羅至子

授業概要と テーマ

生活習慣病のひと つである 2型糖尿病、 ある いは1型糖尿病患者においては、 治療薬ある いは食事療法や運
動療法、 合併症予防など の糖尿病療養指導の普及・ 進歩に伴い、 平均寿命も 延伸し ている 。 ま た加齢と と
も に糖尿病有病率も 高く なっており 、 高齢糖尿病患者が増加し ている 。 2型高齢糖尿病患者においては、
高齢非糖尿病者と 比べサルコ ペニアの有病率が高いこ と が先行研究で報告さ れている 。 ま た近年、 高齢糖
尿病者については低栄養が問題と なっ ている 。 生活習慣病医療学、 病態栄養学の観点から 、 糖尿病患者の
栄養状態やサルコ ペニアなど の老年症候群について、 食事摂取量や運動習慣の有無、 糖尿病の病態と の関
連など を横断的およ び継続的に調査を 行い、 こ れら に影響を 及ぼす因子を検討し 、 糖尿病患者のサルコ ペ
ニアや低栄養状態の改善に寄与でき る 研究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

1） 高齢糖尿病患者の最新の食事摂取目標量、 目標体重など 近年見直し が進めら れている 。 最新のガイ ド
ラ イ ンを学習し 、 現在高齢糖尿病患者が抱える 問題点を抽出し 議論し ていく 。
２ ） 国内外の最新の先行研究について文献を調べて、 現在明ら かになっ ている こ と 、 わから ないこ と を整
理し ま と める 。
３ ） 文献を整理し た中で、 今回明ら かにし たい内容について研究計画を 立案し 、 遂行し ていく 。

授業計画

授業内容
ヒ ト 対象と し た研究を 行う にあたり 、 必要な倫理規定の順守、 個人情報保
護について学ぶ。

糖尿病患者と 様々な老年症候群（ サルコ ペニア、 フ レ イ ル、 低栄養など ）
について国内外の先行研究を調べて、 表に整理し ていく 。

その中で現在明ら かになっ ている こ と 、 ま だ報告がさ れていないこ と を 整
理し ていく 。

現在明ら かになっていないこ と 、 ある いは明ら かになっ ている がさ ら に詳
し く 調べたいも のを絞っていく 。 研究可能な内容かど う かも 吟味する

成績評価については「 成績評価の方法」 を参照

研究テーマについて、 最終到達目標（ 主要評価項目） を 設定する 。 合わせ
てこ の研究から 得ら れる その他の項目（ 副次評価項目） を考える

研究テーマについて、 対象者の選択、 データ 取得の方法など について検討
する 。

長崎県立大学およ びデータ 収集を 行う 施設（ 病院など ） の倫理委員会に、
研究計画書、 倫理委員会申請書類を作成し 、 提出する 。

長崎県立大学およ びデータ 収集を 行う 施設（ 病院など ） の倫理委員会に申
請を行う

共同研究を 行う 施設（ 病院など ） で臨床研究を実行する 。 （ データ 収集）

共同研究を 行う 施設（ 病院など ） で臨床研究を実行する 。 （ データ 収集）

共同研究を 行う 施設（ 病院など ） で臨床研究を実行する 。 （ データ 収集）

共同研究を 行う 施設（ 病院など ） で臨床研究を実行する 。 （ データ 収集）

共同研究を 行う 施設（ 病院など ） で臨床研究を実行する 。 （ データ 収集）

共同研究を 行う 施設（ 病院など ） で臨床研究を実行する 。 （ データ 収集）
データ が集ま ってき たら データ シート の作成を始める 。

共同研究を 行う 施設（ 病院など ） で臨床研究を実行する 。 （ データ 収集）
データ の入力も 並行し て行う

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
課題・ 研究テーマに取り 組む姿勢（ ディ ス カッ ショ ンや質問など ） 40％と 、 プレ ゼンテーショ ン30％やレ
ポート 30％によ る 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特論、 地域創生学特論、 地域創生学演習、 実践栄養科学特論

履修上の注意等
（ 履修条件等）

ヒ ト を対象と し た臨床研究になる ため、 倫理規定や個人情報保護を遵守し 、 データ の取り 扱いについては
特に慎重に行う 。

参考文献

糖尿病診療ガイ ド ラ イ ン2016（ 日本糖尿病学会編　 南江堂） 、 糖尿病治療ガイ ド 2020-2021（ 日本糖尿病
学会編　 文光堂） 、 日本人の食事摂取基準2020年版（ 第一出版） 、 サルコ ペニア診療ガイ ド ラ イ ン 2017年
版（ サルコ ペニア診療ガイ ド ラ イ ン作成委員会　 ラ イ フ サイ エンス 出版）
その他必要に応じ て適切な参考書・ 先行研究の論文など を使用する 。

科目のキーワ ード
糖尿病、 サルコ ペニア、 低栄養

授　 業　 の　 特　 徴

生活習慣病医療学に関連し た研究テーマについて課題を抽出し 、 その解決のための方法を探っ ていく 。 資
料や文献、 先行研究を調べて、 自ら の研究テーマを決定し 実行に移すための計画を 立てていく 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 柴崎貢志

授業概要と テーマ

細胞生化学の視点から 、 生命科学研究を 行う 上での基本手技と 研究知識を 身につける 。 世界最先端
の研究を 進める う えでの独創性を 意識し て研究を 進める 。 研究者と し ての基本的な資質を 身につけ
る ための指導を 行う 。 専門分野の最新学術論文など を 精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力
を 養う 。 ま た、 研究成果の学会等でのプレ ゼン テーショ ン 能力・ ディ ス カッ ショ ン 能力およ び学術
論文の作成能力を 養う 。

到　 達　 目　 標

自分自身で研究計画を 立案する 立場になっ た場合に、 ど のよ う に計画を 立て、 実行し ていけば良い
のかが考えら れる よ う になる こ と を 目標と する 。
世界ト ッ プレ ベルの研究知見と し てど のよ う な報告がある のかを 学び、 その研究を 自分が行っ た場
合にど う 参画すべき かを 考察でき る よ う にする 。

授業計画

授業内容
設定し よ う と する 研究テーマに関し て、 国際研究の流れを 精査し 、 オリ ジナ
リ ティ あふれ、 意義ある も のである かを検証する 。

細胞生化学の視点から 、 独自性あふれる 萌芽的な研究テーマの立案を 指導教
員と 進める 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法を
立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

分子レ ベルの実験を実行する （ 予備実験） 。

分子レ ベルの実験を実行する （ 本実験） 。

分子レ ベルの実験を実行する （ 研究方法の微調整） 。

分子レ ベルの実験を実行する （ 研究方法の修正を含む） 。

分子レ ベルの解析結果に基づき 、 細胞レ ベルの検証実験を 行う （ 予備実
験） 。

分子レ ベルの解析結果に基づき 、 細胞レ ベルの検証実験を 行う （ 本実験） 。

分子レ ベルの解析結果に基づき 、 細胞レ ベルの検証実験を 行う （ 本実験） 。

分子レ ベルの解析結果に基づき 、 細胞レ ベルの検証実験を 行う （ 本実験） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

実験データ の精度、 解析法の工夫、 ディ ス カッ ショ ンの深さ から 総合的に評価する 。
レ ポート 50％、 研究発表50％にて評価をする 。

テ　 キ　 ス 　 ト
授業ごと にレ ジメ を配布する ので、 こ れを参考書代わり に授業を 進める 。

関 連 科 目

履修上の注意等
（ 履修条件等）

単位を取得する には前提条件と し て授業実施回数の３ 分の２ 以上の出席を 要する 。
生命科学の奥深さ を知る き っかけと し て欲し い。

参考文献
石崎泰樹　 監修・ 翻訳　 イ ラ ス ト レ イ テッ ド 生化学 原書7版 ( リ ッ ピ ンコ ッ ト シリ ーズ)

科目のキーワ ード
細胞、 応答、 感覚、 疾患

授　 業　 の　 特　 徴

教員から 世界最先端の研究知見を紹介する 。 授業内で学生同士で語り 合う 時間を設け、 様々なディ ス カッ
ショ ンを行いつつ、 研究推進に必要な基礎知識と 実験技術の獲得を目指す。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 倉橋拓也

授業概要と テーマ

空気中の酸素ガス を消毒や脱色に利用可能な化学試薬と し て活用する こ と を 目指し て、 錯体化学や有機化
学を基盤に、 こ れま でにない独自の原理に基づく 新規装置の開発や空気酸化反応実験の解析を 通し て基礎
知識の獲得を 重視し た研究指導を行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制をと り 、 大学院生個々
の研究テーマを設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手法の集積を 図り 、 研究
者と し ての基本的な資質を 身につける ための指導を行う 。 具体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の
研究成果を掲載し た学術論文など を精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を 養う 。 ま た、 研究成果
の学会等でのプレ ゼンテーショ ン能力・ ディ ス カッ ショ ン能力およ び学術論文の作成能力を養う 。 ま た、
大学院生個々の研究計画に対応する 指導を中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、
分析に向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 有機化学に関連する 事項について課題を設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 その研究方法を
立案でき る 。
２ ） 研究テーマに関連する 国内外の最先端の文献を検索し 整理でき 、 文献の批判的吟味ができ る 。
３ ） 先行する 研究内容を基に立案し た研究方法にし たがっ て、 研究を遂行でき る 。

授業計画

授業内容
有機化学に関連する 事項についての国内外の先行研究を精読し 、 興味ある
課題を 抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を 遂行する ために必要な資料や機材の調達方法
を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 確定する 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 予備調査ある いは予備実験） 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 本調査ある いは本実験） 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 研究方法の微調整） 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 研究方法の修正を含む） 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 研究方法の再修正を 含む） 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 他領域の教員と のディ ス カッ ショ
ン を含む） 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

装置製作ある いは化学実験を 実行する （ 全体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法
実験結果を取り ま と めて考察を加えたレ ポート （ 50%） と その内容をわかり やすく 伝える 発表と 発表内容に
対する 質疑応答（ 50%） で評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 実践栄養科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

栄養科学分野に限ら ず、 地域社会学や情報学の観点も 加味し た研究テーマの設定を 期待する 。

参考文献

ボルハルト ・ ショ アー 現代有機化学 化学同人 2019

科目のキーワ ード
酸化反応、 空気酸化、 光化学反応

授　 業　 の　 特　 徴

有機化学に関連し た研究テーマについて課題を設定し 、 その解決に向けての方策を 学ぶため、  研究テーマ
の選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

１
研究テーマの設定（ １ ）

２
研究テーマの設定（ ２ ）

３
作業仮説の立案

４
研究計画の立案（ １ ）

５
研究計画の立案（ ２ ）

６
研究計画の立案（ ３ ）

７
研究計画の立案（ ４ ）

８
研究の実行（ １ ）

９
研究の実行（ ２ ）

１ ０
研究の実行（ ３ ）

１ １
研究の実行（ ４ ）

１ ２
研究の実行（ ５ ）

１ ３
研究の実行（ ６ ）

１ ４
研究の実行（ ７ ）

１ ５
研究の実行（ ８ ）

１ ６
定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 教授・ 田中進

授業概要と テーマ

形態機能学なら びに再生生物学を テーマに組織再生や正常機能発現、 およ び恒常性維持に寄与する 因子の
同定なら び代謝性疾患の病態解明、 診断法の開発、 新規治療法を 目指し て、 培養細胞実験、 動物実験ある
いは臨床研究を 通し て研究指導を 行う 。 研究指導教員によ る 継続的な研究指導体制を と り 、 大学院生個々
の研究テーマを 設定する にあたり 、 関連する 学問分野に関する 高度な知識と 解析手法の集積を 図り 、 研究
者と し ての基本的な資質を 身につける ための指導を 行う 。 具体的には、 ゼミ 形式によ り 専門分野の最新の
研究成果を 掲載し た学術論文など を 精読し 、 研究成果の理解およ び課題発見能力を 養う 。 ま た、 研究成果
の学会等でのプレ ゼン テーショ ン 能力・ ディ ス カッ ショ ン 能力およ び学術論文の作成能力を 養う 。 ま た、
大学院生個々の研究計画に対応する 指導を 中心と し て、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 調査・ 実験、
分析に向けた研究指導を 行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 研究テーマの先行研究や背景について理解し 、 常にその情報を アッ プデート する 方法論を 身につけ
る 。
２ ） 標的臓器や標的幹・ 前駆細胞の基本的な形態学的情報や機能を 理解する 。
３ ） 研究テーマについて自ら 実験計画を 立案し 、 実験を 遂行し 研究を 展開する こ と ができ る 。
４ ） 形態学的手法なら びに機能解析手法の理論と 実際に習熟し 、 実験結果を 正し く 解釈でき る 。

授業計画

授業内容
臨床栄養学に関連する 事項についての国内外の先行研究を 精読し 、 興味あ
る 課題を 抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを 設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を 遂行する ために必要な資料や機材の調達方法
を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 最適な研究結果の解析方法を 立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を 確定する 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 予備調査ある いは
予備実験） 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 本調査ある いは本
実験） 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 研究方法の微調
整） 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 研究方法の修正を
含む） 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 研究方法の再修正
を 含む） 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 他領域の教員と の
ディ ス カッ ショ ン を 含む） 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 追加調査ある いは
追加実験） 。

培養細胞実験、 動物実験ある いは臨床研究を 実行する （ 全体の振り 返り を
含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組む姿勢（ 研究内容に対する ディ ス カッ ショ ン 、 研究発表状況、 関連文献紹介状況） を 評価す
る 。 ま た授業内容の理解度を 実験ノ ート なら びにレ ポート （ 科学的、 論理的に記述さ れている かを 重視）
にて評価する 。
ディ ス カッ ショ ン 20％、 研究発表状況30％、 関連文献紹介状況15％、 実験ノ ート 15％、 レ ポート 20％

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 実践栄養科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

栄養科学分野に限ら ず、 地域社会学や情報学の観点も 加味し た研究テーマの設定を 期待する 。

参考文献

Tanaka S et  al .  Vi t am & Horm 2012 89:  75-90. ,  BBI  2016 57: 58-67,  I JMM 2019 43( 5) : 2164-2176.
Taki zawa N et  al .  Sci  Rep 2018 8( 1) : 14542.  Mur at a H et  al .  JBC 2020 295( 28) : 9596-9605,  JCM
2021 10( 2)  351
その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を 選択する こ と 。

科目のキーワ ード
形態機能学、 再生生物学、 睡眠科学、 摂食中枢、 代謝性疾患、 生殖医学

授　 業　 の　 特　 徴

形態機能学・ 再生生物学に関連し た研究テーマについて課題を 設定し 、 その解決に向けての方策を 学ぶた
め、  研究テーマの選択、 作業仮説の立案、 研究計画の立案、 研究の実行方法について習得する 。



単位数

4単位

回 主題

1～3 研究テーマの抽出

4 研究テーマの決定

5～6
研究計画の立案およ び準備
（ １ ）

7～9
研究計画の立案およ び準備
（ ２ ）

10～12
研究計画の立案およ び準備
（ ３ ）

13～14
研究計画の立案およ び準備
（ ４ ）

15
研究計画の立案およ び準備
（ ５ ）

16～18 研究I の実施（ １ ）

19
研究I の実施（ ２ ）
（ 研究進捗の報告含む）

20～22 研究I の実施（ ３ ）

23
研究I の実施（ ４ ）
（ 研究進捗の報告含む）

24～26 研究I の実施（ ５ ）

27
研究I の実施（ ６ ）
（ 研究進捗の報告含む）

28～30 研究I のま と め

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 准教授・ 駿河和仁

授業概要と テーマ

栄養生理学の視点から 、 ビタ ミ ンAおよ びβ-カロ テンなど の脂溶性栄養素の吸収や代謝機能が、 ど のよ う な
生理的要因( 食事要因、 環境要因など ) で変動する のか、 さ ら にそのメ カニズムを解明する こ と を目指し 、 核
の中の出来事から 細胞、 個体レ ベルま での幅広い視点から 研究を 遂行でき る よ う に研究課題の設定、 実験計
画（ 生化学的・ 分子生物化学的手法を用いた動物実験や培養細胞実験を 中心と し た） の立案およ び研究の遂
行に向けた研究指導を行う 。 ま た、 自身の研究遂行のために専門分野に関する 文献など を精読し 、 研究の理
解およ び課題発見能力を 養う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 主体的に研究課題を 見出し 、 新規性のある 研究テーマの設定、 研究計画の立案ができ る 。
２ ） 自身の研究テーマに関係する 知識や研究方法を国内外の過去およ び最先端の文献など から 修得し 、 自身
の研究に反映・ 発展さ せる こ と ができ る 。
３ ） 立案し た研究計画にし たがって、 研究を遂行し 、 成果の総括ができ る 。

授業計画

授業内容

栄養生理学およ びその他の関連領域の国内外の先行研究文献等を 精読し 、 複
数の課題を 抽出する 。

抽出し た課題から 設定し た自身の研究テーマ案について、 研究指導教員と 意
見交換を行い、 研究テーマを決定する 。

決定し た研究テーマについて、 研究仮説を設定する 。

研究仮説を 実証する ための、 研究方法を設定する 。

研究を遂行する ために必要な研究サンプル（ 実験動物、 培養細胞、 試薬等）
およ び研究機器等の状況、 調達方法など を立案する 。

研究仮説に基づいて最適な研究結果の解析方法を立案する 。

研究仮説に基づいて立案し た全体の研究計画案について、 研究指導教員と 意
見交換を行い、 研究計画を決定する 。

動物実験ま たは培養細胞実験を行う （ 動物飼育、 細胞培養） 。

研究の進捗状況の報告。

動物実験ま たは培養細胞実験を行う （ 生体試料の分析・ 統計処理） 。

研究の進捗状況の報告。

動物実験ま たは培養細胞実験を行う （ 生体試料の分析・ 統計処理） 。

研究の進捗状況の報告。

研究I のま と めおよ び研究指導教員・ 副指導教員へ報告を行い、 進捗状況に
応じ て学会発表、 学術論文作成の準備を行う 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法 研究課題に取り 組む姿勢（ 概ね80％） と その理解度（ 概ね20％） など から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト 特に指定し ない。

関 連 科 目 基礎栄養科学特講、 実践栄養科学特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

研究に対し 主体的かつ真摯に取り 組み、 研究成果に対し ても 客観的、 多角的な考察も 行う 。
ま た、 定期的に論文抄読を行う 。 リ サーチアシス タ ント （ RA） と し ても 、 尽力し てほし い。

参考文献 特に指定し ないが、 学術論文等の資料を必要に応じ て紹介する 。

科目のキーワ ード ビタ ミ ンA、 b-カロ テン、 脂溶性栄養素、 吸収・ 代謝、 遺伝子発現調節

授　 業　 の　 特　 徴
研究テーマに対し 、 目標を段階的に設定し 、 最終目標達成に向けた研究の計画立案およ び実施・ 考察・ 再検
証を繰り 返す。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 准教授・ 松澤哲宏

授業概要と テーマ

食品衛生学、 特に食品汚染の原因と なる 真菌に関する 研究指導を 行う 。 各自で設定し た研究テーマについて
研究指導を 行う 。 ま た、 その研究過程の中で企画力、 想像力、 統括力など の養成、 併せて実験によ って得ら
れたデータ の解析や集計、 文献検索、 論文作成、 プレ ゼンテーショ ンなど を通し て解析能力、 洞察能力や発
表力など を 身に付けさ せる 。 ま た、 将来の就職など も 視野に入れ、 研究課題の設定、 研究計画の立案、 実験
およ び結果の分析に向けた研究指導を行う 。

到　 達　 目　 標

１ ） 食品衛生学に関連する 事項について文献を 検索し 内容の整理ができ 、 研究課題の設定に役立てる こ と が
でき る よ う になる 。
２ ） 課題を 設定し 、 自ら 設定し た研究テーマについて、 到達目標およ び研究方法を設定でき る よ う になる 。
３ ） 先行研究を基に実験を行い結果の分析ができ る よ う になる 。

授業計画

授業内容
食品衛生に関連する 事項についての国内外の先行研究を 調査し 、 興味のある
課題を抽出する 。

抽出し た課題に基づいて、 現行の疑問や問題点など を精査し 、 自身の研究
テーマを 設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説も し く は到達目標を設定する 。

作業仮説も し く は到達目標に基づいて、 研究方法を立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説も し く は到達目標に基づいて、 研究を遂行する ために必要な機器や
試薬など について調査する 。

作業仮説も し く は到達目標に基づいて、 最適な実験方法およ び結果の解析方
法を立案する 。

作業仮説も し く は到達目標に基づいて、 研究全体の進行計画を確定する 。

実験を実施する （ 予備調査ある いは予備実験） 。

実験を実施する （ 本調査ある いは本実験） 。

実験を実施する （ 研究方法の微調整） 。

実験を実施する （ 研究方法の修正を含む） 。

実験を実施する （ 研究方法の再修正を含む） 。

実験を実施する （ 他の研究者と の情報交換を 含む） 。

実験を実施する （ 追加調査ある いは追加実験） 。

実験を実施する （ 全体の振り 返り を含む） 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法 ディ ス カッ ショ ン( 50%) およ び発表（ 50%） にて評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講、 地域創生学特講、 地域創生学演習、 基礎栄養科学特講、 特別研究Ⅱ、 特別研究Ⅲ

履修上の注意等
（ 履修条件等）

微生物に興味を持ち、 自身の研究だけではなく 、 社会において微生物がど のよ う に関与し ている か広く アン
テナを張っ ておく 必要がある 。

参考文献

Powel l ,  et  al . ( Eds) :  The Genus Aspergi l l us,  Spr i nger  Book Archi ve,  1994
Wat anabe T. ( Ed) :  Pi ct or i al  At l as of  Soi l  and Seed Fungi :  Morphol ogi es of  Cul t ur ed Fungi  and Key t o
Speci es, Thi rd Edi t i on,  CRC Press,  2010
宇田川 俊一:  食品のカビ汚染と 危害,  幸書房,  2004
その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を選択する こ と 。

科目のキーワ ード
真菌の分類学、 食品危害菌、 分子生物学

授　 業　 の　 特　 徴

食品衛生学、 特に食品汚染の原因と なる 真菌に関する 研究を行う 。 その研究過程の中で企画力、 想像力、 統括力などの
養成、 併せて実験ある いは調査によ って得ら れたデータ の解析や集計、 文献検索、 論文作成、 プレ ゼンテーショ ンなど
を通し て解析能力、 洞察能力や発表力などが身につく よ う になる 。



単位数

4単位

回 主題

１ ～２
研究テーマの設定（ １ ）

３ ～４
研究テーマの設定（ ２ ）

５ ～６
作業仮説の立案

７ ～８
研究計画の立案（ １ ）

９ ～１ ０
研究計画の立案（ ２ ）

１ １ ～１ ２
研究計画の立案（ ３ ）

１ ３ ～１ ４
研究計画の立案（ ４ ）

１ ５ ～１ ６
研究の実行（ １ ）

１ ７ ～１ ８
研究の実行（ ２ ）

１ ９ ～２ ０
研究の実行（ ３ ）

２ １ ～２ ２
研究の実行（ ４ ）

２ ３ ～２ ４
研究の実行（ ５ ）

２ ５ ～２ ６
研究の実行（ ６ ）

２ ７ ～２ ８
研究の実行（ ７ ）

２ ９ ～３ ０
研究の実行（ ８ ）

定期試験は実施し ない

カリ キュ ラ ム 区分 科目名

特別研究Ⅰ（ １ 年次・ 通年）

担当者職・ 氏名 准教授・ 飛奈卓郎

授業概要と テーマ

身体活動、 運動や身体能力に焦点を当てて、 人々の健康の維持・ 増進や身体パフ ォ ーマンス を 向上さ せる
ための方法が提案でき る よ う な研究を 進める ための指導を行う 。 本科目を履修する ま でに学習し てき た運
動生理学・ 栄養学の知識を 最大限に活用し ても ら い、 その発展から 社会における 自分の研究の位置づけや
価値観を構築する 能力を養う 。

到　 達　 目　 標

1)  健康体力科学分野における 研究課題を設定し て、 その課題解決に向けた研究方法を立案でき る 。
2)  研究テーマに関連する 国内外の先行研究を、 批判的かつ建設的な視点で理解する 能力を身に付ける 。
3)  自分自身の研究テーマについて必要な技術を身に付ける 。

授業計画

授業内容
健康体力科学分野の国内外の先行研究を精読し 、 興味ある 課題を 抽出す
る 。

抽出し た課題に基づいて、 自身の研究テーマを設定する 。

設定し た研究テーマについて、 作業仮説を立案する 。

作業仮説に基づいて、 研究方法を 立案する 。

成績評価については「 成績評価の方法」 欄参照

作業仮説に基づいて、 研究を遂行する ために必要な資料や機材の調達方法
を立案する 。

作業仮説に基づいて、 全体の研究計画を確定する 。

研究計画書の作成と 研究倫理審査委員会への提出書類を 作成する 。

研究対象者のリ ク ルート 並びに説明を 行い、 研究参加への同意を 得る 。

研究対象者のリ ク ルート 並びに説明を 行い、 研究参加への同意を 得る 。

研究を実行する 。

研究を実行する 。

研究を実行する 。

研究を実行する 。

研究を実行する 。

研究を実行する 。

成績評価の基準

Ａ ( 優) ・ ・ ・ 80～100点
Ｂ ( 良) ・ ・ ・ 70～79点
Ｃ ( 可) ・ ・ ・ 60～69点
Ｄ ( 不可) ・ ・ ・ 59点以下

成績評価の方法

授業に取り 組む姿勢と 学習内容の理解度から 総合的に評価する 。

テ　 キ　 ス 　 ト
特に設定し ない。

関 連 科 目
アカデミ ッ ク ス キル特講

履修上の注意等
（ 履修条件等）

研究テーマの学術的な意義だけでなく 、 社会におよ ぼす影響や意義について説明でき る よ う 幅広い物の考
えや知識を持っても ら う こ と を期待する 。

参考文献
Exer ci se Physi ol ogy:  Nut r i t i on,  Ener gy,  and Human Per f ormance.  8t h edi t i on.  Li ppi ncot t
Wi l l i ams & Wi l ki ns.  2014.  その他、 各自必要に応じ て適切な参考書を 選択する こ と 。

科目のキーワ ード
健康づく り 、 身体能力、 有酸素性作業能力、 最大酸素摂取量、 生活習慣病予防

授　 業　 の　 特　 徴

ヒ ト を対象と し た研究が主と なる ためコ ミ ュ ニケーショ ン能力や、 チームで動く 力を身に付ける こ と がで
き る 。


